
昭

和

三

十

六

年

十

月

十

七

日

受
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（
質
問
の 

二
） 

答

弁

第

三

号 
   

衆
議
院
議
員
小
松
幹
君
提
出
電
報
「
不
配
達
」
の
件
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
三
九
第
三
号 

昭
和
三
十
六
年
十
月
十
日 

衆

議

院

議

長 
淸 

瀨 

一 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

池 

田 

勇 

人 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
小
松
幹
君
提
出
電
報
「
不
配
達
」
の
件
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

こ
の
電
報
は
、
大
分
県
四
日
市
電
報
電
話
局
か
ら
大
宮
電
報
局
へ
の
伝
送
途
中
に
お
い
て
、
大
分
電
報
局
と
東

京
中
央
電
報
局
と
の
間
で
、
伝
送
上
の
手
違
い
に
よ
つ
て
不
達
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。 

一
般
に
、
電
報
を
電
報
局
相
互
間
に
お
い
て
送
受
す
る
と
き
は
、
送
信
取
扱
者
は
各
通
の
電
報
に
そ
れ
ぞ
れ
一

連
の
通
過
番
号
を
つ
け
て
そ
の
順
番
に
従
つ
て
送
り
、
受
信
取
扱
者
は
こ
の
番
号
が
順
番
ど
お
り
に
送
ら
れ
て
き

た
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
る
の
で
、
本
来
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
事
故
は
発
生
し
な
い
は
ず
で

あ
る
。 

こ
の
電
報
（
通
過
番
号
三
七
七
号
）
は
、
東
京
中
央
電
報
局
に
は
受
信
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
た
ま
た
ま

前
の
電
報
（
三
七
六
号
）
が
重
複
し
て
受
け
ら
れ
て
い
た
の
で
、
受
信
取
扱
者
は
三
七
七
号
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
こ

と
に
気
付
か
ず
、
重
複
到
着
し
た
前
の
電
報
（
三
七
六
号
）
を
こ
の
電
報
（
三
七
七
号
）
と
誤
認
し
、
そ
の
ま
ま
処
理

し
た
た
め
に
不
配
達
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。 



一 

た
だ
ち
に
関
係
職
員
か
ら
始
末
書
を
徴
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
事
故
を
再
発
さ
せ
な
い
よ
う
に
所
属

局
長
か
ら
厳
重
な
注
意
処
分
を
し
た
。 

事
故
発
生
の
原
因
が
、
受
信
取
扱
者
の
取
扱
の
手
落
の
み
に
よ
る
も
の
か
送
信
取
扱
者
に
も
落
度
が
あ
つ
た
の

か
は
時
日
も
経
過
し
て
お
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
取
扱
者
の
不
注
意
に

基
づ
く
も
の
で
あ
つ
て
誠
に
申
し
訳
け
な
い
こ
と
で
あ
る
。 

二 

一
般
職
員
に
対
し
て
も
、
当
該
局
の
局
内
報
お
よ
び
局
機
関
紙
に
よ
り
こ
の
事
故
の
詳
細
を
周
知
し
、
将
来

の
事
故
防
止
に
努
め
る
よ
う
厳
重
な
注
意
を
促
し
た
。 

四 

（一） 

今
成
氏
か
ら
電
報
不
配
達
の
旨
の
申
告
が
あ
つ
た
際
に
、
東
京
中
央
電
報
局
か
ら
責
任
者
二
名
お
よ
び
大 

宮
電
報
局
長
が
同
氏
宅
を
訪
問
し
陳
謝
す
る
と
と
も
に
、
事
故
発
生
の
原
因
等
に
つ
き
で
き
る
限
り
説
明
し

た
。 

（二） 

大
分
電
報
局
長
か
ら
も
同
氏
お
よ
び
こ
の
電
報
の
発
信
人
に
対
し
て
文
書
に
よ
つ
て
陳
謝
し
た
。 

 



五 

（三） 
損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
、
公
衆
電
気
通
信
法
第
一
〇
九
条
第
一
号
に
よ
つ
て
利
用
者
に
損
害
を
与
え
た
と 

き
は
、
電
報
料
（
こ
の
場
合
は
一
八
〇
円
）
の
五
倍
（
こ
の
場
合
は
九
〇
〇
円
）
の
限
度
内
に
お
い
て
賠
償
す
る 

こ
と
と
な
つ
て
い
る
旨
を
説
明
し
た
が
、
同
氏
は
、
金
銭
の
問
題
で
は
な
い
と
し
、
こ
の
応
待
に
あ
た
つ
た

東
京
中
央
電
報
局
長
と
の
間
で
、
局
側
が
次
の
処
置
を
と
れ
ば
了
承
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。 

（イ） 

同
氏
の
親
類
等
の
関
係
者
（
十
四
名
）
に
対
し
て
東
京
中
央
電
報
局
長
か
ら
文
書
に
よ
つ
て
陳
謝
を
す
る 

こ
と
。 

（ロ） 

電
報
局
側
か
ら
、
さ
き
に
こ
の
件
に
つ
い
て
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
朝
日
、
毎
日
、
大
分
合
同
お
よ
び 

大
分
の
四
新
聞
社
に
あ
て
て
陳
謝
と
そ
の
後
の
措
置
模
様
と
を
記
事
に
し
て
も
ら
い
た
い
旨
を
文
書
に
よ

つ
て
依
頼
す
る
こ
と
。 

（四） 

東
京
中
央
電
報
局
長
は
右
の
二
つ
の
措
置
を
そ
れ
ぞ
れ
実
行
し
た
。 

（
新
聞
記
事
へ
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
大
分
合
同
新
聞
の
み
九
月
九
日
付
「
読
者
の
声
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た

 



（六） 

右
の
と
お
り
電
電
公
社
で
は
、
同
氏
の
意
向
に
添
う
よ
う
で
き
る
限
り
の
措
置
を
講
じ
た
が
、
い
ま
だ
納 

六 

が
、
他
の
新
聞
に
は
掲
載
さ
れ
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
） 

（五） 

そ
の
後
同
氏
か
ら
「
そ
の
後
の
模
様
に
よ
れ
ば
、
新
聞
記
事
掲
載
は
困
難
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
陳
謝
広
告 

（
今
回
の
事
故
の
事
実
の
広
告
で
も
よ
い
）
を
、
さ
き
に
関
係
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
四
新
聞
（
朝
日
東
京
版
、 

得
を
得
る
に
至
つ
て
い
な
い
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
が
、
今
後
も
同
氏
の
了
解
を
う
る
よ
う
、
十
分
努
力

を
続
け
る
考
え
で
あ
る
。 

こ
れ
に
対
し
電
電
公
社
は
、
公
衆
電
気
通
信
法
に
お
け
る
損
害
賠
償
額
が
法
定
さ
れ
て
い
る
建
前
、
そ

の
他
か
ら
し
て
申
出
の
措
置
を
採
る
に
は
困
難
で
あ
る
の
で
前
の
措
置
で
了
承
願
い
た
い
旨
を
懇
請
し

た
。 

西
部
版
・
毎
日
西
部
版
・
大
分
合
同
・
大
分
）
に
掲
載
さ
れ
た
い
」
と
の
申
出
が
あ
つ
た
。 

な
お
、
今
後
電
報
の
事
故
の
絶
滅
を
期
す
る
た
め
一
層
配
意
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

 



 

七 

（
注
）
こ
の
電
報
の
料
金
（
一
八
〇
円
）
は
、
八
月
十
五
日
に
発
信
局
か
ら
発
信
人
に
対
し
て
返
還
し
た
。 

右
答
弁
す
る
。 




